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１ 提案の背景
 都市公園の再整備において、海外や首都圏からの公園利用者も呼び込み、観光振興、経済発展に貢献し
地域活性化の拠点となるよう、「宿泊施設」「スポーツ施設」等の設置を含む公園全体の再整備について、民間
活力を導入しながら進めることとしております。

民間活力を導入して公園施設を設置できる制度

設置管理許可制度 PFI事業 Park-PFI

制度

公園管理者以外が設ける公園
施設で、売店、飲食店、宿泊施設
のように公園管理者自ら経営す
ることが困難な施設に限り、許可
をすることができる制度

公園管理者とPFI法により選定され
た事業者との契約に基づき、民間資
金等を活用した公園施設の設置や
管理が行われる制度

売店、飲食店等の公園施設の設
置・管理と、収益を活用した周辺の
園路等の公園施設の整備を一体
的に行う計画が公募により選定さ
れる制度

根拠法 都市公園法第５条第１項～第３項
PFI法
都市公園法第５条第４項

都市公園法第５条の２～７

選定手続き 特段の規定なし PFI法に基づく募集手続き 都市公園法に基づく公募手続き

期間
１０年

都市公園の自由利用の原則から
１０年に１回は継続を検討する機
会とする

３０年
PFI法の選定事業として行う公園施設
の設置又は管理の期間

２０年
設置管理許可期間の特例により、
認定の有効期間に設置管理の申請
があれば許可

都市公園法の
特例措置

ー ー
・設置管理許可期間
・建蔽率の上限緩和
・占用物件の追加

計画を公募することで民間事業者のノウハウや技術を活用しやすいPark-PFIを採用する。
PFI事業は募集時に要求水準を提示する必要があり多様な提案がされにくい。
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２ 課題と提案
【課題】Park-PFIの有効期間２０年は、民間事業者が施設を整備し投資を回収するには短い

※形式：「都市公園の質の向上に向けたPark-PFI
活用ガイドライン」に示されている、有効期間の終
了後においても、設置管理の許可を更新すること
が可能である旨を、あらかじめ公募時に示し、事業
着手前に協定書を締結し、許可の更新について合
意することで事業期間３０年とする方法

◯民間事業者からの意見
（宿泊業、不動産業、商社、建設業等）
・ホテル等の一定規模の施設は、Park-PFIの有
効期間２０年では投資資金の回収が困難である。
・３０年となればより自由度の高い提案が可能と
なる。
・設置管理許可制度は１０年ごとの更新を可能
とするものの、更新の保証がなく資金調達のリ
スクがある。
◯金融機関からの意見
・法的に担保がない※形式では、「融資審査」に
リスクが伴う。

設置管理許可
10年

設置管理許可
10年

設置管理許可
10年

事業期間30年

Park-PFIの有効期間20年

協定書による設置

管理許可の更新

協定書による
10年

第５条の７第２項に

よる設置管理許可

の更新

許可を与えなけ

ればならい

許可をすることが

できる

民間事業者個別ヒアリング実施概要

• 対 象 者 ：１１社（公募により決定）

• 実施時期：令和５年８月～１２月

2
【提案】 Park-PFIの有効期間２０年を３０年に延長 2



①開 設 ： 昭和50年7月

②所在地 ： 山武市蓮沼ホ

③計画面積：１７０．１ha

④種 別 ： レクリエーション都市公園

⑤概 要 ：レクリエーション都市構想に基づき、
大都市圏のレクリエーション需要充足

約 ４km

海 側

陸 側

３ 蓮沼海浜公園の概要 H
asunum

a
seaside Park

・日本最大級の九十九里浜など豊かな自然

・南北約4ｋｍに渡る広大な敷地を有する 3

ウォーターガーデンいこいの広場

施設の老朽化が
進行し、高額な
改修費が必要

細長いため利
用しづらく利
用者は少ない

成田空港
車で
約３５分

3



県内地域等から

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

ウォーターガーデン

海岸

蓮沼海浜公園の利用の活性化を図るためには、 レジャーの多様化

が進んだ現代のニーズに沿う、新たな集客施設等の導入をはじめと
する再整備が必要となっている。

県外の認知度も高い「九十九里浜」に位置し、海に近接した立地を最
大限に生かすことで、県民に親しまれ、県外からも誘客可能な魅力あ
る公園となるよう整備等を進めていく。

再整備の視点

九十九里の魅力を感じることができる
自然豊かなレジャー＆リゾート空間を創出

• 九十九里の資源である海の魅力が存分に感じられるように、海や
浜辺を活用する

• 海との親和性がある空間を活かし、海と公園の一体感を創出する
• ビーチイベントの開催
＜例＞海が見える空間、公園と海岸のアクセス改善、

 浜辺との一体的な空間創出

• 九十九里ブランドを活かし、利用者等が日常を忘れゆっくり
楽しむことができる、九十九里を代表するような場の創設

• 都内を含む関東圏や成田空港利用者等を呼び込むととも
に、賑わい空間を創出することで、交流の場となるパークカ
ルチャーを演出する

• 九十九里ブランドの構築のためには地域との連携が必要
＜例＞宿泊施設、飲食施設、その他集客施設 等

• 豊かな自然環境を活かし、ウェルネス体験ができる
空間の創出

• 地元の人々からも愛される、自然を感じられる憩い
空間を創出する
＜例＞海・浜辺や保安林を活用した憩いの空間、

 ペットと憩える空間、温浴施設、
 遊歩道 等

レジャー・アクティビティ
飲食店エリア
（例：シチリア）

• 海・公園・保安林を活かし、人々が集うためのバラ
エティに富んだレジャー・アクテビティ施設の導入

• ウォーターガーデンの施設の充実を図ることで、
集客力を向上

• 海、浜辺、保安林が一体となった空間の創出
＜例＞人が集うファシリティの設置

基本方針の方向性

基本方針のテーマ

首都圏地域から
成田空港等へ

海岸

保安林

海岸

賑わい創出 レジャー・アクティビティ 海辺の活用 豊かな自然・憩い

保安林

パークゴルフ

宿泊施設

ビーチウォーク
(例：オーストラリア)

ウェルネス体験

青島ビーチパーク（HP）

立体アスレチッ
ク

蓮沼ウォーターガーデン

サウナ・温浴施設

ジップライン 浜辺ディナー

サイクリング

宿泊施設

人が集うためのサービス提供に必要な基盤となるファシリティの整備が必要

※明記なき写真はPixabayより引用

ホーストレッキング

海とつながりのある空間

ビーチヨガ

H
asunum

a
seaside Park

４ 蓮沼海浜公園 再整備に向けた基本方針【概要版】 （R5.3.31策定）

賑わい創出

海辺の活用 豊かな自然・憩い
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５ 成田空港の更なる機能強化

発着枠

年間30万回
↓

50万回

旅客数 年間4000万人
→最大7500万人

貨物量 年間200万ｔ
→最大300万ｔ

空港内
従業員

4万人
→最大7万人

(R6 発着実数 25万回)

発着回数50万回時に期待される効果
(出典：成田国際空港株式会社)
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６ 成田空港を生かした観光拠点形成（千葉県の取組）

千葉県

【空港周辺地域に集積を目指す産業】 【成田空港周辺地域】

横芝光町

多古町

芝山町
富里市

成田市
栄町 香取市

山武市

神崎町

成田国際空港

圏央道

圏央道

6
蓮沼海浜公園

 県では、成田空港の国際航空物流拠点機能の強化と合わせて、空港周辺地域に我が国の国際競争力強化
に資する産業の集積を図るため、令和６年１２月、地域未来投資促進法に基づく「成田新産業特別促進区域
基本計画」を変更し、”空港周辺地域に集積を目指す産業”として、従来の物流に加え、空港の特徴や強み
を生かせる５つの産業を追加（国同意）。

 同法を活用し、物流はもとより、様々な分野で民間投資を促進することで、空港を核とした国際的な産業
拠点の形成を図っていく。

健康医療関連

💉💉 

精密機器関連 航空宇宙関連

農業関連

物流関連

観光関連

新 新 新

新 新

令和６年１２月の変更により、新たに「集積を目指す産業」に追加した産業新

6



県立都市公園一覧【開設年・供用年数】 （令和６年４月１日現在）

1 羽衣公園 特殊公園 1966 Ｓ４１ 58 5,946

2 富津公園 広域公園 1966 Ｓ４１ 58 972,900

3 蓮沼海浜公園 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ都市 1975 Ｓ５０ 49 383,293

4 行田公園 総合公園 1977 Ｓ５２ 47 119,139

5 印旛沼公園 総合公園 1981 Ｓ５６ 43 52,823

6 館山運動公園 運動公園 1984 Ｓ５９ 40 253,487

7 幕張海浜公園 広域公園 1987 Ｓ６２ 37 684,063

8 青葉の森公園 広域公園 1987 Ｓ６２ 37 537,026

9 柏の葉公園 広域公園 1990 Ｈ２ 34 449,933

10 総合スポーツセンター 運動公園 1991 Ｈ３ 33 426,923

11 北総花の丘公園 総合公園 2000 Ｈ１２ 24 360,901

12 長生の森公園 広域公園 2002 Ｈ１４ 22 142,649

13 手賀沼自然ふれあい緑道 緑道 2003 Ｈ１５ 21 251,034

14 八千代広域公園 広域公園 2013 Ｈ２５ 11 113,471

15 市野谷の森公園 都市林 2020 Ｒ２ 4 37,040

供用面積
(R6年4月)

（㎡）

No. 都市公園名 公園種別
供用年数
(2024年)

設置年度
※当初供用
開始年度

７ 県立都市公園の位置図

凡 例

○○○○公園開設済の公園

うち、整備中の公園 ○○○○公園
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８ 期待する効果

千葉県内の都市公園において Park-PFIの有効期間を法的に３０年
とし、長期的な民間事業の運営を担保する。

・長期的ビジネスの機会の拡大
⇩

・民間事業者のPark-PFI参入意欲の向上
⇩

・Park-PFI参入事業者の多様化による
より魅力的な公園施設の整備

⇩
・公園利用者の多様化するニーズに対する 「サービス向上」
・国内外からの訪問者等を受け入れる 「観光拠点の形成」
・空港で働く人々を支える 「生活環境の整備」

再整備で検討しているホテル等
（イメージ図）

8

千葉県での特例措置を提案する背景
①本県は観光分野において全国トップレベルのポテンシャルがあり、「観光先進国」の

 実現に向けた適地であること
②成田空港の機能強化のタイミングにあわせ、産業拠点（観光）の形成を図る必要が

 あること 8



【参考資料】
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• ウォーターガーデン（屋外プール）利用者のうち、60％以上は千葉県内の居住者となっている。
• 全体の約20％を東京都居住者が占めているが、市区町村別の上位15市区町村には、江戸川区、
江東区等が入っており、東京都東部地域までが基本的な集客圏であると考えられる。

出典：千葉レクリエーション都市開発株式会社所有データ

【令和2年度】 【令和3年度】【WGチケット購入者の居住地】

（都道府県別）

（市区町村別）
（上位15市区町村）

※アソビューを通じてチケットを購入した利用者（年間約7万人）についての分析であり、全利用者に対する分析ではない

H
asunum

a
seaside Park

参考資料１ 蓮沼海浜公園の利用者属性（ウォーターガーデン）
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60

50 50

40 40

30 30

20 20

10 10

0

S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R31 R3

：開設面積

：一般園地(指定管理)

：ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊｳｽﾏﾘｰﾉ

：ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場

：ﾃﾆｽｶﾞｰﾃﾞﾝ

：ｳｫｰﾀｰｶﾞｰﾃﾞﾝ

公園利用者数と開設面積

公
園
利
用
者
数
（
万
人
）

開
設
面
積
（

ha
）

公園開設後利用者数が伸び、その後、新規施設を導入しながら利用者数を維持してきた。

参考資料２ 蓮沼海浜公園の利用者数推移（年度別利用者数）
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資料５

北

ウォーターガーデンエリア

リゾート施設
• ホテル
• 展望施設
• 飲食施設

憩い・レクリエーションエリア パークゴルフエリア

ウォーターガーデン
• プールサイド老朽化施設改修
• プール演出整備（植栽、夜間照明）

公園北エントランス
• 駐車場入口改修
• 誘導サイン

水辺の庭
• 老朽化施設改修
• 修景植栽

憩いの広場
• キッチンカー広場
• 多目的広場（マルシェ）
• 自由広場

（夏季臨時駐車場）

テニスコート
• 照明付きコート

パークゴルフ場
• 受付建物改修
• 休憩施設改修

展望の丘
• 眺望施設改修（カフェ等）
• 案内誘導施設整備
• 駐車場拡張

蓮沼庭園
• 水景施設改修
• 水辺改修
• 老朽化水景施設改修
• 修景植栽

ビュースポット

ビュースポット

バーベキュー広場

リゾート施設 ウォーターガーデン 公園北エントランス

水辺の庭

蓮沼庭園展望の丘憩いの広場

参考資料３ 蓮沼海浜公園 再整備計画（案）【施設計画（北側）】 H
asunum

a
seaside Park

リゾート施設のイメージ プール演出イメージ ビュースポットのイメージ
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資料５

海辺の滞在エリア

• コテージ
• 園地改修

展望エリア エントランス・にぎわいエリア

朝日の丘
• 松原広場
• イベント広場

ビュータワー広場
• オーシャンビュータワー
• キッチンカーテラス（展望塔改修）
• サイクルセンター
• トレインターミナル

海浜キャンプ場
• グランピングサイト
• フリーキャンプサイト
• 体験イベント広場
• キャンプセンター
• 宿泊駐車場

スカイアドベンチャー
• タワーアスレチック
• 展望ジップライン

森のアドベンチャー
• アドベンチャーコース
• 子どもアドベンチャー広場

アーバンスポーツエリア

• サイクルステーション
• スケートボード、BMX
• ドッグラン

アクティビティエリア

公園中央エントランス
• エントランス広場改修
• 誘導サイン
• 駐車場入口改修

憩いの広場

海
へ
の
ア
ク
セ
ス
通
路

海
へ
の
ア
ク
セ
ス
通
路

ビュータワー広場朝日の丘
海浜キャンプ場

サイクリングルート

サイクリスト誘導案内

スカイアドベンチャー

森のアドベンチャー

賑わい広場

公園中央エントランス

宿泊滞在エリア

賑わい広場
• 飲食物販施設配置
• イベント広場整備
• 芝生広場
• アクティビティ案内施設
• 交通手段センター（貸出等）

参考資料４ 蓮沼海浜公園 再整備計画（案）【施設計画（南側）】 H
asunum

a
seaside Park

スカイジップラインのイメージ アドベンチャーコースのイメージ 賑わい広場イメージ
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